
12きらりと光る　まち　日野町

キラリと光る まち　ひのちょう まちの話題

▼
あ
な
た
の
声
や
地
域
・
職
場
で
の
話
題
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
★
役
場
企
画
政
策
課
ま
で
（
電
話
72
‐
０
３
３
２
）

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
表
彰
式

　

県
内
の
地
域
発
展
や
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰

す
る
、
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大

賞
・
日
野
町
の
部
の
表
彰
式
が
、

3
月
7
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
地
域
貢
献
賞
に

日
野
町
オ
シ
ド
リ
（
愛
護
）
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ

功
労
賞
に
恩
田
晃み

つ
て
る匠

さ
ん
が
選
ば

れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

日
野
町
オ
シ
ド
リ
（
愛
護
）
グ

ル
ー
プ
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人

に
オ
シ
ド
リ
を
見
て
も
ら
お
う
と

発
足
。
給
餌
活
動
や
餌
集
め
の
ほ

か
、
植
樹
な
ど
の
環
境
づ
く
り
、

広
報
や
観
察
者
と
交
流
し
保
護
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地

道
で
継
続
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

恩
田
さ
ん
は
、
米
子
工
業
高
等

専
門
学
校
一
年
。
広
島
県
で
行
わ

れ
た
第
24
回
中
国
カ
ヌ
ー
ス
ラ

ロ
ー
ム
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

レ
ー
シ
ン
グ
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
カ

ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
個
人
で
の
第
1

位
と
い
う
輝
か
し
い
功
績
が
、
学

校
関
係
者
の
み
な
ら
ず
町
民
に
勇

気
と
感
動
を
与
え
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
さ
れ
た
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
恩
田
晃
匠

さ
ん
を
囲
ん
で

き
ら
り
輝
く
ま
ち
の
誇
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

滝
山
公
園
（
中
菅
）
の
奥
に
あ
る
滝
山
神
社
は
、

元
は
「
龍り

ゅ
う
お
う
ご
ん
げ
ん

王
権
現
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
平
安
時
代

に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

神
社
の
右
手
に
は
、
龍
王
滝
と
い
う
、
高
さ
約
50

ｍ
の
滝
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
滝
は
、「
赤
ん
坊
を
連

れ
た
母
親
が
神
社
の
賽さ

い
せ
ん銭

箱
を
持
ち
帰
っ
て
み
る

と
、
赤
ん
坊
の
首
が
な
く
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
伝

説
か
ら
、別
名
「
幽
霊
滝
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
伝
説
は
、
小
泉
八
雲
が
小
説
「
骨こ

っ
と
う董

」
の
中
で

紹
介
し
、
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
園
内
で
は
、
春
に
「
つ
つ
じ
ま
つ
り
」
が
開
か

れ
て
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
が
、
神
社
へ
の
参
道
に

は
老
杉
が
続
き
、
森
厳
な
聖
域
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

（
町
教
育
委
員
会　

入
澤
）【
参
考
＝
「
わ
た
し
た
ち

の
ま
ち
日
野
町
（
歴
史
編
）」】

ま
ち
の
文
化
財
・
史
跡
を
歩
く
　

其
ノ
十
六

■
滝
山
神
社
と
龍

り

ゅ

う

お

う

だ

き

王
滝

神秘的な雰囲気のある龍王滝

【お願い】まちの財産、文化財を守りましょう
　日野町には、国の重要文化財である長楽寺の仏像をはじめとする 10 件の指定文化財や各

種史跡、景観・名勝などが多くあります。

　史跡や文化財について、樹木の伐採や工事など、保存について影響を及ぼす行為をすると

きは、現状変更の届出が必要となる場合があります。

　詳しくは、町文化センター（電話 72-1300）までお問い合わせください。
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犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ

▼
平
成
25
年
度　

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）
の
お
知
ら
せ

　狂犬病は、狂犬病ウイルスを病原体とする人獣共通の感染症で、発病してしまうと
治療方法がなく、ほぼ 100％死亡する病気です。法律により、犬の飼い主は年に 1度、
飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。
　町では、平成 25年度の集合注射を下記日程で行いますので、都合のつく会場へ飼い
犬を連れてご来場ください。なお、都合がつかない場合は、動物病院で接種してください。

※注射には、犬を固定できる人が連れてきてください。
※犬の健康状態が悪かったり、獣医師が接種不可能と判断した場合は、後日かかりつけ
　の動物病院で接種してください。
※雨天時の接種は、愛犬が体調を崩す場合があります。雨天の場合には愛犬のために、
　別の日の会場もしくは、　各動物病院での接種をお勧めします。なお、動物病院で接
　種した場合も、健康福祉課へ届け出てください。

▶こんなときは、
　役場健康福祉課
　（72-0334）
　まで届出が必要
　です！

【料金】＊なるべくお釣りのいらないよう、あらかじめ準備をお願いします。


